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大子町立大子中学校 

久慈郡大子町池田 1648 

学校だよりの発行が遅くなり、大変申し訳ございませんでした。 

令和６年度がスタートし、始業式や 入学式が通常どおりに実施 

され、年度初めの学校も賑わいを取り戻しました。学校では、新し 

い先生新しい１年生を迎え、希望に満ちたスタートとなりました。 

今年も、「大子中プライド」を胸に、教育活動展開してまいります。保護者・地 

域の皆様、今年度も、昨年度同様にご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

令和６年度第５６回入学式が行われました。今年度異動してき 

ました、「益子直之校長」の式辞です。 

〈令和６年度第５６回入学式 式辞骨子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度大子中学校教職員紹介 
今年度の大子中学校スタップをご紹介します。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

昨年よりも十日ほど桜の開花が遅れ、ようやく素敵な桜が見頃を迎えるようになりました。ここ大子

中学校を取り巻く山々の木々も春のさわやかな風につつまれ、一斉に芽を吹き始めました。 

 これから始まる中学校での三年間を充実したものにして、二年生や三年生と一緒に「チーム大

子中」をつくるために、皆さんに心に留めてほしいことをひとつだけお話します。 

 それは、どんなときにでも、「感謝の気持ちをもち続ける」ことです。自分にとってうれしい、

ありがたい、と思った時に「ありがとう」の言葉を発してみてください。言った自分も言われた相

手も、とても気持ちがよくなります。「ありがとう」は、感謝を伝える言葉です。感謝の気持ちを

もつことで、相手を尊重する気持ちが強くなり、同時に自分自身のことも大切に思えるようになり

ます。相手にも自分にも「ありがとう」の気持ちをもって生活してほしいと思います。 

 どんなときにでも、「感謝の気持ちをもち続け」て、「ありがとう」といろいろな人に言える自

分になるために、ひとつコツを教えます。それは、いつも笑顔で生活することです。「満面の笑顔」

を意識するだけで、心が前向きになってきます。笑う門には福来たる。笑顔で「よし！いってみよ

うか！」と自分に声をかけるだけで前を向くことができます。自分にとっても、周りの人たちにと

っても、「ありがとう」と「笑顔」の連鎖は、人と人との絆を深めていくためにはとても重要なこ

とです。 

【入学式校長式辞】 

～～部活動担当～～ 
○野球部 

猿田悠貴、小澤瑞司 
○サッカー部 

小田部禅・小澤瑞司 
○男子ソフトテニス部 

飯田 仁・渡邊義幸 
○女子ソフトテニス部 

寺門秀晃・藤本幸恵 
○バスケットボール部 

大橋美沙稀・内藤好平 
忍垂洋子 

○バレー部 
檜山弥音・小倉康寛 

○剣道部 
 植村直文・小倉康寛 
○吹奏楽 

尾花俊太郎・岩瀬いずみ 
○文芸部 

桐原 敦子・岩瀬いずみ 

１学年主任 忍垂 洋子 

１組担任 植村 直文 

２組担任 檜山 弥音 

副担任  内藤 好平 

２学年主任 桐原 敦子 

１組担任 猿田 悠貴 

２組担任 尾花 俊太郎 

支援１組 藤本 幸恵 

副担任  渡邊 義幸 

３学年主任 小澤 瑞司 

１組担任 小田部 禅 

２組担任 大橋 美沙稀 

支援２組 寺門 秀晃 

副担任  岩瀬 いずみ 

校 長    益子 直之 

教 頭    河野 秀彦 

教務主任   小倉 康寛 

副教務    飯田  仁 

不登校支援  渡邊 義幸 

若手教員指導 佐川 郁子 

養護教諭   小圷 友里恵 

学校主査   佐籐 早苗 

支援員    廣瀬 一美 

支援員    藤田 千尋 

用務    木下 桂子 

非常勤講師  菊池 康光 

ＡＬＴ    エミリー・アーマー 

ＡＬＴ    ジョエル・テイラー 

 



 


